竹内好と文化大革命 : 映画『夜明けの国』をめぐって by 土屋 昌明
























































説あるものの、66 年 5 月 16 日の通知で文化革命五人小組批判が始まり、紅衛兵運動の高まり・
大衆による奪権があり、68 年 9 月 5 日までに全国の革命委員会が設置し終わり、69 年 4 月 1









































－ 21 － 
の新聞には、66 年 7 月からすでに、文革における学生・労働者の騒乱や暴力が、非常に多く報
道されていた(5)。有名なジャーナリストである大宅壮一らが現地踏査をして、紅衛兵の運動を
「ジャリ革命」と書いたのが 66 年 10 月（『週間朝日』10 月 16 日、『サンデー毎日』10 月 20
日）。大宅考察組の大森実が北京の様子を子細にレポートした『天安門炎上す』（潮出版）が 66










当時、早稲田大学教授だった安藤彦太郎は、64 年から 2 年間、中国に滞在、『中国通信』と
いう随筆を発表しつづけていた（まとめた単行本は 66 年 11 月に大安から出版）。66 年 5 月末
に、北京大学の党支部書記が書いた壁新聞が、北京大学の党委員会および北京市の党委員会を
















































































































言していたのだろうか。じつは、そうではない。彼は 66 年から 67 年にかけて、文革への言及
を極力避けていたのである。66 年 12 月に発表されたある文で、つぎのように述べている。 





















現在の研究によれば、前者は 66 年 8 月下旬におこった「四旧打破」による紅衛兵の暴行事件












































－ 27 － 






























竹内好が、66 年夏から 67 年初頭にかけて、文革を論じようとしなかったことを上に述べた。
その竹内が文革を扱った映画を見て、その感想文を書いている。67 年 10 月の随筆「夜明けの










66 年 8 月は「プロレタリア文化大革命についての中共中央の決定」が発表され、天安門広場で
文化大革命を記念する 100 万人集会が開催、軍服に赤い腕章をまいた何千という少年少女たち
の紅衛兵が人々の前に登場したときだった。それゆえこの映画は、戦後「新中国」の状況を伝



















































しかし、67 年 10 月公開当時、文革発動からすでに 1 年が経ち、66 年 8 月からの半年を中国
でロケしたこの映画に、紅衛兵の映像を期待する方が当時としては自然ではなかろうか。それ
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